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「風土」分科会では、「ご当地グルメを通じた三遠南信地域ファンづくり」をテーマに意

見交換がなされた。 

 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 財団法人 阿智開発公社  理事長  羽場 睦美  
報告者  豊川市観光協会  副会長  笠原 盛泰  

浜松市  市長  鈴木 康友  
豊川市  市長  山脇 実  
高森町  町長  熊谷 元尋  
天龍村  村長  大平 巖  

行 政  

愛知県  副知事  永田 清  
掛川商工会議所  会頭  川合 和雄  
磐田市商工会  会長  野寄 宏之  
浅羽町商工会  会長  大石 重樹  
音羽商工会  会長  石川 豊久  
渥美商工会  会長  石本 健一  

経 済  

作手商工会  会長  権田 淳男  
天龍村柚餅子生産者組合  組合長  関 京子  

住 民  
愛知大学綜合郷土研究所  研究員  平川 雄一  

（敬称略） 

 

■はじめに 

事務局 

本分科会の運営は、コーディネーター 

財団法人阿智開発公社 羽場理事長を財団

法人阿智開発公社理事長の羽場睦美様にお

願いして進めてまいります。それでは、羽

場様、よろしくお願いいたします。 

 

コーディネーター／ 

財団法人阿智開発公社 羽場理事長 

皆様、こんにちは。羽場でございます。

風土の分科会は、今回グルメ、食を中心と

したわかりやすいテーマで進めさせていた

だきます。どうぞよろしくお願いいたしま

す。最初に、昨年度の風土分科会のまとめ、

今回への経緯をご説明いただきながら進め

させていただきたいと思います。事務局、

よろしくお願いします。 

 

事務局 

それでは、前年度の議論のまとめと今回

のテーマについて、ご説明します。 

まず、前年度のまとめについてですが、

前年度の風土分科会では、第１期の重点プ

ロジェクトを総括し、第２期に向けての方

向性が議論されたところでございます。ま

とめると次の２点ということになります。 

１点目は、地域社会は少子高齢化の中で

も人が地域に入ってきてくれる多くの仕掛

けをつくることが必要であるということで

す。祭りや地域食材等の活用による各種イ

ベントの実施、人材バンクの設置、伝統芸
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能の継承などが事例として挙げられました。 

２点目は、行政、経済界、地域住民、Ｎ

ＰＯ、ＮＧＯの団体といったさまざまなセ

クターが仕掛けづくりを自主的に進めてい

くことが重要であるということでした。行

政は行政で、経済界は経済界で、民間は民

間でと、それぞれのセクターで、またはセ

クターの枠を超えてイベント等を企画して、

外から人を呼び込むことなどが挙げられま

した。 

それを踏まえ今回の議論のテーマですが、

さらに具体的、発展的な意見交換を行うた

め、地域支援の中でもとりわけ注目を集め

るご当地グルメをテーマとします。そして、

ご当地グルメを活用し、観光客等を呼び込

む工夫について議論したいと思います。ま

た、呼び込んだ観光客を持続的な三遠南信

地域のファンとするために、ご当地グルメ

の三遠地域全体でのネットワーク化につい

て意見交換をするという意味で、「ご当地グ

ルメを通じた三遠南信地域ファンづくり」

という今回のテーマを設定させていただき

ました。 

 

コーディネーター／ 

財団法人阿智開発公社 羽場理事長 

ありがとうございました。食を通じて地

域を活性化させていくか。そして、それを

ネットワーク化していくかということで、

皆様のご議論いただきます。 

ちなみに、今日、私、ここへ着きまして、

豊川稲荷のほうに行ってまいりまして、門

前でおいなりさんをちょっとつまませてい

ただいて来たところでございます。 

それでは、早速に豊川市観光協会副会長

の笠原盛泰様にご報告をお願いします。 

 

■報告 

豊川市観光協会 笠原盛泰副会長 

 

皆さん、こんにちは。ご紹介いただきま

した豊川市観光協会の副会長、そして、「い

なり寿司で豊川市をもりあげ隊」の隊長と

いう立場なのですが、もともとは民間の中

小企業の経営をしております笠原と申しま

す。今日は貴重な機会をいただき、ありが

とうございます。 

「豊川といえばいなり寿司」、そして来年

のＢ―１グランプリ全国大会と、今日お招

きにあずかった理由は、豊川はいなり寿司

で盛り上がっているようだと、その内容は

一体どういうことなんだ、ということだと

思うのです。ですが、Ｂ級ご当地グルメ、

いなり寿司を外から見ていると、なぜそれ

らがマスコミに取りざたされるようになっ

たのか、ひょっとしたらちょっと思ってい

ることと違うこともあるのではと思います。

そのあたりをお伝えできればなと思ってお

ります。まず「いなり寿司で豊川市をもり

あげ隊」の沿革をお話して、そしてＢ―１

グランプリの本旨というか、中身をお話し

て、それに伴って考えられることを報告し

たいと思います。 

「いなり寿司で豊川市をもりあげ隊」で

すけれども、当初、平成16年頃から始まり

まして、豊川商工会議所で豊川いなり寿司

のブランド化を始めました。当初は寿司商

組合で豊川名物いなり寿司などを販売し、

農協のグリーンセンターなども協力して販

売をしていきました。ここまでは、特にブ

ームというところまでは行っていなかった
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のですが、地元に根づいて、豊川いなり寿

司の形が始まったというところです。 

その後、山脇市長が就任されるときに、

マニフェストでいなり寿司のブランドの全

国展開を掲げて当選されたことが大きなき

っかけになりました。 

それを受けて平成20年に豊川市の中でブ

ランドの研究会が発足し、平成21年３月に

第１回の豊川いなり寿司ブランド推進委員

会で、私が委員長をお引き受けする形なり

ました。正直に申し上げて最初話が来たと

きに、すんなりオーケーしたわけではなく、

非常に懐疑的で、豊川いなり寿司といって

も、そんなにいなり寿司を市内で食べてい

る人が多いわけではないし、確かにいなり

寿司屋さんはあるのだけれどまだ根づいて

いないということで、非常に懐疑的な物言

いをしたところであります。ただ、民間人、

市民を中心にやってほしいということもあ

りましたので、ではお受けしますと、全く

のボランティアで委員会を立ち上げたと。

その中で事業者の方、我々のような民間ボ

ランティア、行政のメンバーなどが入って、

「いなり寿司で豊川市をもりあげ隊」が７

月に設立されました。 

その年の11月に豊川いなり寿司の寿司フ

ェスタをやろうと。そこから豊川いなり寿

司の定義を始めたのですが、実はこれが豊

川いなり寿司だ、というのがなかなか決め

られないと。既に色々ないなり寿司が豊川

稲荷の門前にありまして、その段階でお米

はこれ、いなりの揚げはこれ、ということ

を決めても、乗ってくる人がいないもので

すから、困った挙句に、色々あるのが豊川

いなり寿司でいいじゃないか、ということ

になりました。既に数十種類あったいなり

寿司を逆手にとって、豊川といえばおいし

くて楽しいいなり寿司がたくさんあるんだ

ということで豊川いなり寿司という定義づ

けにしました。 

そして、いなり寿司フェスタですが、こ

の段階ではまだ6,000人しか来ておりませ

んでした。公認のマークも定めました。い

なり寿司のマイスター制度として、２日間

事業者への講習を行いまして、衛生的なこ

と、販売、マーケティングなどを講義して、

結果として公認のマークを持つのぼりを渡

して進めていきました。 

この時点で中日本愛Ｂリーグの正会員へ

の昇格申請をしまして、Ｂ―１グランプリ

全国大会の厚木に初出場で出たところ６位

に入賞して、ブレイクしたと。その後、歌

をつくったり、それから昨年の夏に東日本

大震災の支援活動を行ったりしています。

この厚木の大会に行った段階で、市長や会

議所の皆さんも含め、全国大会を豊川に持

ってこられたら素晴らしいな、という思い

が膨らんでおりまして、その誘致活動をし

ながら昨年はまずは中日本大会という支部

の大会を主管することができました。この

段階でも20万人以上の人出がありました。

それが大成功したこともありまして、今年

の１月に来年の第８回Ｂ―１グランプリ、

豊川の開催が決定したと。記者発表からこ

こまで、一気に盛り上がってきている感じ

です。 

平成22年度のもりあげ隊活動における愛

知県内の経済波及効果が約40億円と試算さ

れています。23年度のテレビの本数が71本、

もりあげ隊によって出されています。新聞

については237回の掲載と、大きなＰＲ効果

もあると。昨年調べたところ、新聞などで、

いわゆるお寺の「豊川稲荷」よりも、「豊川

いなり寿司」という言葉の掲載数が増えた

ということもあって、Ｂ―１グランプリを

きっかけに大きく盛り上がった形です。 

最初に商工会議所などによるグルメの掘

り起こしがあって、行政のブランド研究が

あったのですけれども、ここで市民参加の

任意団体を設立し、愛Ｂリーグに加盟して
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活動を精査し、Ｂ―１グランプリでブレイ

クしたと。昨日、ＮＰＯ法人の設立総会を

やらせていただいたところもありまして、

商標登録を申請しているところです。Ｂ―

１グランプリへの参加と、入賞などによっ

て活動がブラッシュアップされてきたとい

うことです。 

Ｂ―１グランプリは、グルメイベントで

はなく町おこしイベントであると言ってい

ます。 

Ｂ―１グランプリは、今年10月に北九州

で大会を行います。第１回目は八戸で行わ

れまして、その段階ではまだ10団体であり

ました。第１回の25万人から、第５回の厚

木大会で46団体の43万人、そして、昨年が

姫路で50万人以上、今年の北九州も63団体

の参加ですので、豊川の参加予測団体数も

60から70ぐらいで、50万人以上の人出が予

想されます。 

誤解の無い様に強調したいのですが、Ｂ

―１グランプリはグルメ大会ではないと。

本部でもかなり強く言うのですが、本当に

違う形でありまして、まず60団体が飲食店

の出店ではないと。これはまさに我々もそ

うですが、市民の町おこし団体の出展にこ

だわっています。それから、全国で誘致し

よう、自分たちが出ようと思っても、愛Ｂ

リーグの正会員にならなければ参加できな

いという会員制の組織であるということで

す。 

グルメイベントではなくご当地のＰＲイ

ベントですから、参加しているボランティ

アたちは、ほとんどがイベントに出て赤字

です。赤字でも行くということは、その目

的は、そこに出てＰＲして、地元に集客を

呼び起こすために来ているわけです。その

仕掛けとなっていることが、単なるグルメ

イベントと大きく違います。特に当日の集

客ではなく、後日の各地集客が目的で広報

しています。お金を使って、当日へ向かっ

て宣伝することができません。したがって、

報道で取り上げてもらうのに、非常に四苦

八苦するわけです。 

また、パフォーマンスやイベントが盛り

だくさんです。特に中心市街地で分散開催

することが決まっており、町おこしをベー

スにしています。厚木では町に人があふれ

て、靴屋さんの靴が売り切れたという話も

あったということです。順位を決めますが、

それ以上の出展効果が目標であると。業者

には委託せず、全出展者が主催であるとい

うこともあって、グルメ大会ではなくて、

町おこし団体が発表して、開催地だけでは

なく出展者の地元の継続集客に大きく貢献

するツールです。 

特に、愛Ｂリーグに加盟する団体は、異

業種の住民が集う町おこし団体で、行政や

会議所がサポートし、代表飲食店事業者で

はなく、事業者は認定店などというのが義

務づけられています。その活動組織の主体

は、町おこしのボランティア団体です。豊

川もそうですが、行政、観光協会は、事務

局や予算などでフォローして、会議所や商

工会もフォローしてくれている。飲食店は

あくまでもサポートで、この距離感にある

関係が重要だと思います。 

愛Ｂリーグでは、正会員になる段階で日

常的な町おこしの実態を精査されます。入

会審査があって、ちゃんと町おこしで活動

している、Ｂ―１グランプリに出るためだ

けにつくられた団体は基本的には正会員に

なれないということで、かなり厳しく精査

されます。しかし、入会すると、Ｂ―１グ

ランプリ知名度で、非常に注目されると。

その後、商標登録などによってタイアップ

商品が出てきます。豊川いなり寿司もタイ

アップ商品が幾つか開発されていまして、

基本的に商品の２％がロイヤリティーと決

められています。２％のうちの１％は愛Ｂ

の本部、１％は各出展団体で、多いところ
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では1,000万円を超すロイヤリティーが入

っている団体もあると聞いています。我々

はまだそこまで行かないのですが、確かに

よくできたストーリーだと思います。 

私の考える町おこしのポイントというこ

とで、今までも地域でボランティア活動な

どをやってきた中で、欧米などの中心市街

地の活性化の事例などもお話を聞いたとき

に、そもそもはダウンタウンの荒廃などに

よって、治安の不安に対して住民運動が先

にあったと。そして、ＮＰＯ団体が組織さ

れて、ニューヨークなどでは州法で固定資

産税の何パーセントかを団体に渡すという

ような法律ができ上がっていると。運動が

あって団体ができて法律ができる形が相応

しい中で、今までのやり方は、先に法律が

できて、団体ができて、なかなか運動まで

いかないという。その実態を見ると、やは

り市民の企画や市民主体の運動が先に必要

なのではないかと。そして、行政や他機関

の協力が得られる。私もＮＰＯを幾つか作

っているのですが、ボランティア活動であ

りながら自主財源というのが、非常に難し

い。楽しみや話題性があって、市民活動と

してモチベーションが上がる必要があると。

そして、地場企業の参会、協力が得やすい。

誰もが分かりやすい。そして、効果、影響

が実感できる。人が成長できる。それが、

町おこしの継続的な運動のポイントだと思

うのです。愛Ｂリーグの理念とＢ―１グラ

ンプリの活動は、このポイントをよく押さ

えているな、と感じて、私なり関わってい

るところです。 

注意しなくてはならないのは、観光客向

けの商品は、逆に受けなくなってしまうこ

とです。今回の愛Ｂもまず自分たちの地元

に受けられるかどうか、というのが重要な

点と考えています。そして、地元が盛り上

がって、その後、遠くから来てもらうこと

で継続される。Ｂ―１の正会員の精査の一

番大きいのは、運動の継続性です。補助金

ある段階までその運動ができても、そこが

途切れた途端に終息してしまうというケー

スがたくさんある中で、どうやって運動を

継続していけるか、ということが重要です。

その中で、やはり活動する市民側が主体、

あるいは民間が主体ということをどう出す

かということを、今回、各団体60団体の姿

を見ていて思うところであります。 

最後に、私が思う地域の力は、行政の力

と市民の力と地元の企業の力が掛け算にな

ることだと思っております。私は地元の経

済人ですが、市民として、ライフワークと

して今後もかかわっていきたいと思ってい

ます。以上で報告とさせていただきます。

ありがとうございました。 

 

コーディネーター／ 

財団法人阿智開発公社 羽場理事長 

ありがとうございました。何かご意見、

ご質問等がございましたらお受けしたいと

思います。 

 

豊川市 山脇市長 

今、全国でもそうだと思いますけれど、

門前町が大分疲弊をしております。参拝客

も大分減っている状況で、何とか元気づけ

られたらなという思いがございました。い

なり寿司の研究会があるということで、ぜ

ひブランド化しよう声をかけまして、行政

主導ではなく民間の人たちが頑張ると、行

政はそれをお手伝いするというスタンスで

来ました。 

一番いい効果が出たなと思っていますの

は、もりあげ隊の隊長の笠原さんと、それ

から観光協会の事務局長に公募で就任して

いただいて、そのお二人の動き、観光協会

の会長さん初め、そういう方の動きが大変

すばらしいもので、本当に盛り上がってき

たと、次は全国大会というところまで来た
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ということです。 

最初に豊川の門前町を何とか、参拝客が

増える方策はないかなという思いが最初で

あり、それがうまく連携ができたかなと思

っているところです。 

 

コーディネーター／ 

財団法人阿智開発公社 羽場理事長 

ありがとうございました。それでは、ご

当地グルメを通じた地域おこしの取り組み、

そういった活動のプロモーション、につい

て具体的なお話を賜りたいと思います。 

 

■意見交換 

 

浜松市 鈴木市長 

「浜松といえばウナギ」と言われますが、

今、さまざまな食材、あるいは地のものを

生かした試みが行われております。笠原さ

んのお話にあったように、やはり民から上

がってくる力を我々がいかに支えていくか

ということです。 

一番目に紹介するのは、最近ブームにな

っている「浜松餃子」でして、「いなり寿司

で豊川市をもりあげ隊」に相当する「浜松

餃子学会」があります。市長に就任をした

直後に、浜松市の餃子消費量が日本一だと

いう情報が入りました。若い人たちが浜松

餃子学会というのを立ち上げ、これで浜松

を盛り上げようと、第２回の富士宮のＢ－

１グランプリに出展すると。そのときに「市

長、ちょっと一緒に行って盛り上げよう」

と言うので、市長になって最初の仕事で行

き、浜松餃子の宣伝をしてきました。そこ

からスタートして、全国的に有名になって

まいりました。Ｂ級グルメブームにも乗り、

最近は宇都宮との餃子バトルを行いました。

浜松餃子まつり2012にも全国各地から出展

があり、初めて宇都宮が参加してくれまし

た。これがまたいい宣伝になり、今、テレ

ビでも取り上げられています。これからは

宇都宮と連携して餃子文化発信をしていき

たいなと。こういう都市間の連携というの

もとても大事になってくると思います。 

二つ目に、最近地元の人たちが頑張って

いるのは、「牡蠣カバ丼」というのをつくり

まして、要はウナ丼のたれ、浜名湖の牡蠣

を使って、浜松特産の玉ネギをあしらって

いるのですけれども、これが日本テレビの

全国 新･ご当地グルメ選手権で準優勝をと

りました。これをベースに、浜名湖観光圏

事業として牡蠣カバ丼も入れた、浜名湖ど

んぶり自慢ラリーコンテストをこの10月か

ら開始する予定です。 

三つ目は、もうブランドになっています

けれども、「三ヶ日みかん」。ミカンで売る

のではなくて、六次産業化の中で色々加工

していこうと、ＪＡみっかびとサントリー

が共同開発した「三ヶ日みかんハイボール」

が今ブームになっています。三ヶ日みかん

のエキスを使って色々なスイーツを作った

り、輸出商品として国外へ輸出していこう

という取り組みもしています。 

最後に、ちょっと毛色の違う取り組みを

紹介します。浜松の地域、特に山の方のお

茶は非常に品質のいいものがとれます。カ

ネタ太田園というのがありまして、ここが、

全国トップクラスの産地である静岡におい

て、県内でナンバー１のお茶の認定をもら

いまして、洞爺湖サミットでここのお茶が

使われたのですけれども、それをもとに神

奈川の会社が高級お茶飲料というのをつく
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りました。「ＭＡＳＡ（マーサ）」といって、

独特の製法から水出しで新しい飲料をつく

るのですけれども、１本２万円ぐらいする

のです。これが、高級レストランとかで、

アルコールの飲めない方にいいということ

で、広がっています。私もこれは応援しな

ければと、この前も環境大臣会合で、使っ

てもらいました。国際会議ではアルコール

の飲めない方が大勢来ますから、そういう

人たちにはぴったりの飲み物であります。

民間の力で開発したものを我々がサポート

して広げていくということで、まさに民の

力と官の力を掛け合わせて浜松も取り組ん

でいるということでございます。 

 

高森町 熊谷町長 

高森町長の熊谷です。よろしくお願いい

たします。高森町は飯田市の北隣にありま

す。１万3,500人の小さな町です。昭和32

年に二つの村が合併して高森町になりまし

た。その二つの村の一つの名前が「市田村」

という村でした。いま、南信州全体の地域

ブランドとして「市田柿」が知名度を向上

してきているのですけれど、その市田柿の

発祥の町として、市田柿を使って農業、産

業振興を図っていきたいと力を入れていま

す。市田柿は毎年暮れに高島屋ですとか伊

勢丹で年末のギフト商品に扱っていただい

ております。近隣ではグルメ丼が有名にな

ってきているのですが、高森も何かできな

いかなと、民間の皆さんにも知恵を借りな

がら、外から持ってくるのではなく、地元

にある市田柿を使って何かできないかと考

えましたが、市田柿そのものを召し上がっ

てもらったほうが、加工するよりはおいし

いと、なかなか実現しませんでした。 

そういう中で、ニジマスの一種でアルプ

スサーモンというお魚がありまして、切り

身が市田柿を切ったときと同じようなピン

ク色をしているものですから、この魚を使

って何かつくるかとなりました。民間の皆

さんが「アルプスサーモン丼」という丼を

つくってくれました。今、このアルプスサ

ーモン丼を町内のお店で1,000円以内で提

供する、のぼり旗を揚げて一生懸命取り組

みをしております。また、町のホームペー

ジに載せたり、広報紙でＰＲしています。

毎年２月に子ども議会というのがあるので

すけれど、子供たちからは「町はアルプス

サーモン丼と騒いでいるけれども、私たち

は食べたこともない」と言って痛いところ

を突かれました。子供たちの給食にでも出

して食べてもらおう、そんな計画もしてい

ますが、調理が難しいというようなことで、

子供の口にはなかなか入りません。子供が

行ったときには安く提供してほしい、そん

なお願いもしています。また、子どもたち

からは15年先のリニア中央新幹線の駅弁に

使ったらどうかといった提案ももらってお

ります。 

知名度不足ですけれども、まずは町内で、

あるいはまた飯田下伊那で知名度を上げて、

そのことがまた元気なまちづくりにつなが

ればいいなと考えております。 

 

掛川商工会議所 川合会頭 

掛川商工会議所会頭の川合でございます。

掛川は何といってもお茶が主力で、郊外は

お茶畑ばかりなのですが、やはりちょっと

売り上げが低迷しています。何とか価値の

あるお茶を高い値段で買っていただく努力

をするわけですが、昨年１月にＮＨＫの「た
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めしてガッテン」で、掛川の深蒸し茶を飲

むとガンに効果があると取り上げられまし

た。そうしましたら、ものすごい勢いで売

れました。こんなにも売れるものかと。各

お茶屋さんのお店の在庫が空になるほどよ

く売れたのですが、３月11日の東北の大震

災で、放射能の問題があるではないかと発

表されましたら、ぱたっと止まってしまい

ました。今もって、なかなか回復できませ

ん。そういう中でも、やはりいいお茶をつ

くらなければと、掛川を代表する高級茶と

して天葉（あまね）というブランド名で「や

ぶきた」「さえみどり」「つゆひかり」の３

品種を茶商さんたちが選りすぐりによって、

少ないですけれど何キロかを用意しました。

飲んでみると非常においしいと、今それを

売り出しております。 

また、茶商さんの呼びかけで「わらびも

ち」を市内のお菓子屋さん７店舗で販売し

ています。これは、徳川家康公が掛川を訪

れたときに、掛川の城主でありました山内

一豊公がお茶とわらびもちでおもてなしを

したと言い伝えられております。わらびも

ちとお茶とセットで販売されているのが最

近の特徴でございます。 

グルメとしては、掛川では「自然薯」と

いう山芋です。これを各飲食店がダシはサ

バのダシでやるんだと統一して、16店舗で

始めております。 

また、昨年11月にＢ級グルメコンテスト

を商工会議所が主催して開催しました。掛

川産のお米でつくったお米のパンに、掛川

の牛肉と豚肉でつくったハンバーグを合わ

せた「掛川夢 Dog」が最優秀になりました。

今年もそれを拡大してやっていきたいと思

っております。 

 

音羽商工会 石川会長 

旧宝飯郡音羽町の商工会です。豊川市音

羽地区は、東海道の36番目の赤坂宿として

知られているのですけれども、昔ほどの活

気はなくなってしまい、商店街ももうなく

なってしまったような状態です。とはいえ、

御油町から赤坂、そして宮路山、そういっ

た歴史ある観光資源があるということで、

何とか東海道を中心に盛り上げていきたい

と考えています。 

そこで、音羽、赤坂では「みそめし」と

いうのが昔からありまして、御飯とおみそ、

ネギ、油揚げを混ぜまして、即席で昔駕籠

かきであった雲助に食べさせたと言い伝え

られています。特に宮路山のもみじ祭りの

ときに音羽商工会で２０年ほど前「雲助め

し」と名付けまして振舞ってきたわけです

けれども、そのみそ飯、雲助めしを、さら

に発展させまして、「雲助いなり」と、そう

いう名前で考えました。秘伝の方法でみそ

風味のおいしい雲助いなりをつくる方法を

編み出しまして、10月13日、「愛知を食べに

おいでん祭」で打って出ようと考えており

ます。 

また、地元産で「音羽米」というお米が

あります。生産者と消費者が提携して減農

薬のお米づくりを目指しております。20年

以上この提携が続いておりまして、おいし

い、ブランド化されたお米ですが、そのお

米を利用して「雲助いなり」をつくって出

品していきたいと思っております。 

音羽、赤坂は今でこそ商店街もなくなっ

てしまいましたが、ウォーキングなどで観

光客も見えます。まずは観光客に来てもら

い、その上で食べることを楽しんでいただ

けるような、そういった何かを考えていけ

たらなと思っております。 

 

渥美商工会 石本会長 

平成19年度全国展開支援事業として補助

金を申請し、貝づくし事業委員会「貝づく

し渥美」を立ち上げました。当初は伊良湖

岬の特産である大アサリをＰＲしておりま
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したが、大アサリでは当たり前過ぎてイメ

ージが弱いとして、渥美に古くからある郷

土料理「渥美あさりの押し寿司」を特産品

として開発し、全国的にＰＲすることを決

定いたしました。あさりの押し寿司はお祭

り、特に秋祭りの日に家庭料理として振る

舞われてきました。また、現在も一部の地

域ではつくっておられます。 

平成19年10月から東京ビッグサイトや地

元イベントで試食会を実施しまして、その

後１年間、パッケージや見た目等を検討し、

平成21年２月から渥美あさりの押し寿司を

特産品として販売しました。22年より期間

限定、１月中旬から５月末までの土曜、日

曜、祝日で販売も１日限定100本として販売

しておりました。 

現在の販売店はスーパーマーケットのフ

ードオアシス渥美の４店舗と道の駅伊良湖

クリスタルポルト、田原のめっくんはうす、

あかばねロコステーション、お亀堂カルミ

ア店、伊勢湾フェリー鳥羽乗り場の計９カ

所で現状、販売しております。 

１本６貫入りで800円、ちょっと高いかも

しれません。年間販売数は約6,000本。現在

はＰＲとかもあって少しずつ知名度が上が

っております。今後は年間を通じて販売を

検討したいと思っております。特に渥美の

昔の味を覚えていらっしゃる方がよく買い

に来るというのか、「これで今日は終わりか

ね」という感じで、なつかしみながら欲し

がっておられました。 

さらに、４月８日を貝の日に設定して、

日本記念日協会に登録いたしました。毎年

開催しているイベントは、貝祭りを２月初

旬、菜の花祭りにあわせて開催しておりま

す。また、渥美半島では、田原市商工会さ

んが展開しました「渥美半島丼街道」を田

原市の食堂全店でそれぞれ違ったネタで丼

をつくって、来るお客さんに満足していた

だいております。 

作手商工会 権田会長 

作手商工会の権田でございます。私ども

の地域は７年前に市町村合併が行われまし

て、新城市、鳳来町、作手という３市町村

が合併しました。旧経済団体の新城商工会、

鳳来商工会、作手商工会が１行政区にまだ

併存していましたが、商工会の合併推進委

員会を立ち上げまして、来年３月には合併

する準備が進んでおります。 

作手商工会は、山間地でございますが、

平成23年度から「奥三河に来て、見て、作

っ手プロジェクト」を立ち上げ、「奥三河バ

ーガー」を開発いたしました。私どもは予

算規模も非常に小さく、特徴的なプロモー

ションは行っておりませんが、「できること

をやる」をコンセプトに積極的に各種イベ

ントに参加するなどして、一同に地域の活

性化に取り組んでいるところでございます。

奥三河バーガーは地域特産のお米、ミネア

サヒを使用しております。奥三河では年間

700～800頭に及ぶイノシシが捕獲されてお

りますので、その肉を利用してイノシシ、

奥三河バーガーとして研究を進め、一同に

活動しているところです。私どもの作手地

区は、年間を通じてイノシシの捕獲制限が

ございませんので、そうしたところを有効

に利用して、イノシシ肉のミンチを使い、

奥三河バーガーを地域外のイベントを出品

し、ＰＲ活動をさせていただいております。

６店舗で販売させていただいています。今

後も地区外のイベント等へ積極的に出展し

てＰＲし、地域の活性化、商人の活力にし

ていきたいと考えております。 

 

天龍村 大平村長 

現在は「ていざなす」というナスを、伝

統野菜として３、４年前から力を入れてＰ

Ｒしております。ていざなすというのは、

明治時代に田井澤久吉さんという方がナス

の種を持ってきて、以来ずっと個人で栽培
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しておりましたところ、こういったグルメ

の時代になり、村でも力をいれてやりまし

ょうということで、現在、生産者組合もつ

くりながら力を入れております。ナスとい

うのは本当に一般的な野菜でして、どこに

もナスというものはございますが、ていざ

なすは大きくて柔らかいことが特長で、

方々からご注文をいただいております。私

も先頭に立って、東京方面を中心に料亭や

ホテル等に売り込みをしまして、大きな注

文をいただいております。 

本当に小さな村でございまして、そうい

ったものを手がけておりましても一大生産

化するような力はございません。耕地も少

ないし人口も少ない。ましてや長野県で一

番の高齢者の村と言われている村でござい

まして、携わる人もなかなか若い人がいな

くてできません。しかし、携わっている人

に少しでも望みができるようなことをフォ

ローしていきたいということで、今取り組

んでおります。 

もう１点は私の持論として、任期１期に

１品ずつそういったものをつくりたい、天

龍村のアンテナをつくりたいということで

柚餅子を今やっております。そして、今年

は「ドラゴンフルーツ」を初めてつくりま

した。今年は辰年ですからドラゴン。天龍

村の龍でドラゴンと、こういうことでやっ

ておりますが、これは気候の関係で、実が

なるのが遅れて、ようやくなり出したとこ

ろです。まだ海のものとも山のものとも判

りませんが、そういった気持ちで取り組ん

でおります。小さい村ではございますが、

今後ともよろしくお願いいたします。 

 

磐田市商工会 野寄会長 

磐田市商工会も観光協会が主体になって

「おもろカレー」というのをやっています。

「おもろ」というのは豚足です。磐田市と

いうのはもともと養豚業が盛んなところで

して、市内へ製品として売れるものはその

まま売ったのだけれど、地元の皆さんが足

なんかは地元で消費するんですね。 

「おもろカレー」は観光協会が中心にな

ってやったのですけれど、我々商工会はス

イーツコンテストをやろうと、市民の皆さ

んに参加をしていただきました。スイート

ピュアトマトを利用した「いわたトマトの

輝き」という作品が最優秀賞になり、トッ

プ、２番、３番というような順序づけをし

たのですけれど、やはり市民から盛り上が

るボトムアップで商品開発をして、地域の

活性化をねらっていこうという方法も一つ

の方法であろうということでやっておりま

す。 

盛り上げ方としては、地域振興としては、

上からのやり方と、それから市民が積極的

に参加していくやり方、二つ両方を使って

いくのがいいのでは、というのが私の感想

です。 

 

浅羽町商工会 大石会長 

浅羽町商工会の大石です。私、個人的に

もお茶屋なものですから、静岡のお茶は原

発事故以来、本当に風評が厳しくて難儀し

ております。色々な茶業関係者、皆、大変

な状況を迎えております。本当に原発問題

は真剣に考えていかなくてはいけないと、

まず私ごとですが、申し上げたいと思いま

す。 

浅羽町商工会は平成17年に袋井市と合併

した旧浅羽町を担当としておりまして、約

２万人、400会員の小さな商工会であります。

３年前商工会長を承るときに、食品衛生協

会の役員さんに、「商工会に入っていても何

も意味がないではないか、会員と非会員の

差別化ぐらいしろよ」とこういう話をいた

だきました。田舎ですから、言いたい放題

言いながら、「いや、それはいいけれど、と

もかくみんなも頑張って、自分の店を繁栄
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させるように一店一品運動をやれよ」とい

うことを、私のほうから逆提案を申し上げ

ました。私どもの商工会は商店街といえる

ものが無く、商店が点在しております。非

常に商業の弱い商工会ということもありま

して、何とかしなければいけないという思

いがありましたから、ぐっと言われたので

やり返したということです。 

３年が経過し、平成23年６月から食品部

会の有志８店舗の皆さんが「おはたき研究

会」をつくってくれました。業種としては

寿司屋さん、ハンバーガーショップ、それ

から大衆食堂、大衆酒場、スナック、喫茶

店、食事処、地産地消ビュッフェレストラ

ンと、こういう８店舗、それぞれ違った皆

さんがそれではやってみまいかという気持

ちで集まっていただきまして、みんなでレ

シピを考えました。その中から今年の５月、

19、20日とエコパのＢ級グルメスタジアム

in エコパに出店するにあたりまして、統一

商品として「おはたき肉まき」を出店させ

ていただきました。ものすごい売れ行きで

して、１日目は１時に売り切れ、２日目は

12時20分にギブアップという形で2,600本

売り切りまして、本当に涙が出るような、

始まる前の日は売れ残ったらどうしようと

いうことだったのですが、本当にありがた

い思いをいたしました。 

この「おはたき肉まき」の原点、「おはた

き」というのを皆さん、ご存じでしょうか。

遠州地方の伝統的な呼び名、文化というこ

とでして、私の子供の時からありました。

お米をつくり、もみすりをします。もみす

りをしますと、精米機の下にくず米、小米

が落ちてくる。それをおはたきと呼んでい

まして、もったいない精神でそれを蒸して、

杵で突いて、丸い棒にして輪切りにして、

おはたき餅というものをつくりました。私

も子供のときには、３月ぐらいまで毎日食

べさせられるものですから、実は一番嫌い

な食べ物だったのですが、時代が変わりま

して、普通のお餅に比べておはたき餅とい

うのは結構食感がいいのです。そのような、

江戸時代からずっと遠州地方に伝わってい

たおはたきを使い、商品化したということ

です。 

私どもの考えておりますのは、まず地産

地消の徹底、やっとできたご当地グルメの

アピール、それから若い人、お年寄り、だ

れでも親しめるおはたき餅料理をアピール

する。そこから、それぞれの店へ来ていた

だくということを最大の目標にしておりま

す。まだ始まったばかりで、これから研究

することがいっぱいあろうかと思っており

ます。 

 

天龍村柚餅子生産者組合 関組合長 

今年もまたお世話になります。まだ「村

おこしだ」「地域おこしだ」なんていう言葉

もない頃に、若妻グループが「柚餅子」作

りを始めて40年、私も後期高齢者になって

しまいました。三遠南信にも関わって同じ

くらいにお世話になって参りました。 

柚餅子との出会いは公民館活動で天龍村

の暮らしの総合展示会があり、そのなかに

ありました。いまここにおいでになってい

る天龍村村長の大平さんが当時、教育委員

会で企画してくれたものでした。 

全く柚餅子を知らなかったので真っ黒い

変な固まりだなと思ったのですが、薄く切

っていただいたときの上品な香りと奥の深

い味にすごい感動をしました・家に帰って

お姑様にお聞きしたところ「昔はよく作っ

たものだが、今は作る人も食べる人もいな

くなったよ」と話してくれました。 

800年余りの歴史ある隠れ里の食文化、武

士の携帯食として作り伝えられてきた伝統

ある物をなんとかして次の世代にも伝承で

きるようにしたいと考えました。この地に

は国の重要無形民俗文化財になっている冬
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祭りがございます。全国から民俗学の先生

方や学生さんがたくさんおいでくださいま

す。お酒のおつまみとしてお出ししたこと

から思いがけなく商品化することになった

のです。全く素人ばかりの集まりで歴史上

にもないことを始めただけに大変なもので

した。 

私たちの住んでいるところは村の中でも

小さなところでイノシシやシカの数の方が

多くなり、人口は30人を切ってしまったよ

うな地域です。でも祭りも手抜きすること

なくやっており、暗くなるということもな

くやっております。柚餅子のおかげで販売

活動だけでなく文化活動にまで三遠南信地

域のみなさんが大勢おいでくださいますが、

道路が狭いためバスが上ってこられないこ

ともあります。 

2010年9月には長野県の料理研究家の横

山タカ子先生の講演会も先生のご厚意で行

うことができ、浜松や豊橋もみなさんも参

加してくださり、今まで漬物になんて関心

がなかったのに目から鱗だと喜んでもらい、

ぜひまたやってくださいと言われました。

コンサートではカネトの合唱劇をやってい

ただいたことで、飯田にも合唱劇のグルー

プができました。 

幸いにもこの地にはほかにはない熊谷家

伝記という古文書もあり、毎日のように行

なわれるお祭りも私たちの宝物になってお

ります。 

こうした山間地で生きるには宝物を守っ

ていくにも人が足りないのです。交流によ

って助けられています。三遠南信自動車道

の開通のおかげで浜松も豊橋も近くなり、

このエリアのみなさんに大きく感謝をして

います。 

 

コーディネーター／ 

財団法人阿智開発公社 羽場理事長 

ありがとうございました。そういったさ

まざまな催し、仕掛けがなど多くのご発言

をいただきました。これを花開かせていく

ための方法論やアイデアとかいうものはど

ういったものが考えられるでしょうか。 

 

豊川市 山脇市長 

いなり寿司のブランド化で、大きな力を

発揮しているのは、ゆるキャラだと感じて

います。豊川は「いなりん」というキャラ

クターですが、すごい人気になっておりま

す。今日も会場に入るときに、豊橋のゆる

キャラにお迎えいただいきましたが、これ

も大切なＰＲ手法だと思います。 

「いなりん」は色々なグッズを開発して

おり、歌もできました。やはりキャラクタ

ーそのものだけではなくて、それに派生す

る色々なことで盛り上げることができると

思っております。 

 

愛知大学 平川研究員 

平川です。この６月に三遠南信地域で地

域づくり活動を行っている地域住民組織や

ＮＰＯが一つにまとまって、連携しながら

さらに活動を展開していこうという目的で、

「三遠南信住民ネットワーク協議会」とい

う組織の立ち上げ準備にかかわらせていた

だきました。私自身もこれまでにずっと三

遠南信地域全域に足繁く通い、さまざまな

人や団体、モノの交流と連携，そして情報

の動きについて調査・研究をしてきました。 

そういう立場で今回、この席でどのよう

にして地域づくりにおいて連携しネットワ

ーク化していくかということを簡単にお話

しさせていただきます。 

情報発信ということがずいぶん前から言

われています。その中で当たり前のように

なってきているのがインターネットを利用

した情報発信になると思います。この分科

会で事例として話題に取り上げられた各地

域のご当地グルメについては、もうすでに
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インターネットを通じて情報が発信されて

います。ただ、インターネットに頼った情

報発信はかなり限界があるということが、

以前からいわれていますし、私自身もそう

感じております。 

そこで、ここで確認しておきたいのはデ

ジタルでの情報発信だけではなく、アナロ

グという情報発信も忘れてはならないもの

です。インターネットが充実してきた結果、

膨大な量の情報が氾濫している状態です。

情報はデジタルだけでなく、情報弱者にた

めにもアナログを利用することも忘れては

なりません。最近流行しているフェイスブ

ック、そしてブログやホームページによる

情報発信も盛んに行なわれていますが、私

はここであえてそのことに触れずに申しま

すと、デジタルとアナログをどのように使

い分け、地域の多くのみなさんに効果的に

利活用してもらうか、さらなる工夫や仕組

みづくりが必要だと思います。 

先ほども少し申しましたが、個々の取り

組みはもうすでに情報発信されていますが、

限界があります。個々の事例を有機的に結

びつけて「三遠南信」という枠組みで情報

発信することを考えた場合に、どのような

形で組織化や統一化し、情報発信していく

かということをすぐにでも具体化して行動

に移していかなければならないと思います。 

 

コーディネーター／ 

財団法人阿智開発公社 羽場理事長 

ありがとうございました。 

フロアの皆様からもご発言等がございま

したら、ぜひご参加をいただきたいと思い

ます。いかがでしょうか。 

 

飯田市商工会議所 柴田会頭 

風土というテーマの分科会に初めて出さ

せていただきました。豊川稲荷から始まり

まして、鈴木市長さんからはウナギはもち

ろんですけれども餃子の話、さらには高森

の熊谷町長さん、市田柿の話等々、グルメ

を使って町おこしをしているということに

対しまして、大変関心と感動をいたしまし

た。さらにこれをもっと、それぞれの地域

でもっと極めて、三遠南信地域だけではな

く広く「日本に何々あり」というようなも

のに育っていっていただけたらうれしいな

と思います。 

 

コーディネーター／ 

財団法人阿智開発公社 羽場理事長 

ありがとうございました。もうお一方だ

け会場からご意見を賜りたいと思いますが、

いかがでしょうか。どうぞ。 

 

豊橋青年会議所 久保田理事長 

豊橋青年会議所の理事長をやっておりま

す久保田と申します。それぞれの地域がや

っているということはもちろん知っている

のですけれど、やはりこれをいかに繋げて

いくか。個別では皆さん一生懸命やってい

らっしゃると思うのですけれど。豊橋も「カ

レーうどん」というのをやってはいるので

すけれど、それをどう繋げていくのかとい

うのが大事なことなのではないかなと思い

ます。 

あと、三遠南信に住んでいる方それぞれ

が本当にそれを各地域のやっていることを

知っているか、と言われると意外と知って

いないというのが正直なところです。私も

東三河の辺はやはりなるべく休みの日とか

出たりして知ってはいるのですけれど、で

は南信州の方というのは本当に知っている

かと言われると、やはりちょっとまだ知ら

ない部分というのが多いと思います。また、

若い世代、我々もぎりぎり車に乗って行け

たりする世代ですけれど、それより下の世

代、小学生、中学生、高校生ぐらいが知っ

ているのかと言われると、やはり疑問はあ
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るので、もう少し下の世代をどう掘り起こ

していくかというのが一つ課題になってく

るのではないかなと思いました。 

 

コーディネーター／ 

財団法人阿智開発公社 羽場理事長 

ありがとうございました。以上のこれま

での発言を踏まえまして、愛知県ではどん

なふうに状況を見ておいでになられますか。 

 

愛知県 永田副知事 

愛知県副知事の永田でございます。実は県

の行政の人間が分科会でしゃべるのは余り

ない、という感じがします。やはりこれは

三遠南信の地元、市町村レベルで議論を積

み重ねてきた経緯があるのかなと思います。

ですので、こういう県レベルの人間が、一

つ変わった切り口でお話するのも意味があ

るのかなと思っております。 

東三河県庁は19の県の地方機関のネット

ワークとして、今まで保健所とか建設事務

所とか、全く違うところの行政をネットワ

ーク化していくというのが重要なポイント

です。まさに縦割り行政を改め総合的な行

政をやっていこうというところでございま

す。 

今年度は特に、「東三河振興ビジョン」、

10年後を目指した将来ビジョンを作ってい

きたいと考えています。次に、１年に１～

２テーマずつ決めて重点的に取り組む主要

プロジェクト推進プランとして、広域観光

の推進を取り上げ、具体的に３年ぐらいの

計画をつくっていこうと思っているわけで

ございます。 

広域観光の推進として三つの柱を示して

おります。一つは「広域観光エリアとして

の魅力の向上」ということで、それぞれの

地域が持っている地域資源を磨き上げてい

くということでございます。「ご当地グルメ

観光の推進」もこの中に位置づけられてい

ます。 

２番目に「広域観光エリアとしての魅力

の発信」ということで、素晴らしいものを

外に向かって発信していくということでご

ざいます。特にＢ－1グランプリなどは、外

に情報発信していく絶好の機会である思っ

ています。そういうときに豊川だけではな

くて東三河全体で滞在、周遊するような仕

組みをつくりたいと思っております。また、

「県域を越えた広域連携」ということで、

三遠南信や伊勢志摩と、もっと広がりを持

って情報発信をしていこうということでご

ざいます。 

３番目に、「広域観光を推進する人・環

境・基盤づくり」ということで、広域観光

を支える人づくり、それから景観等の環境、

インフラづくり、これをやっていこうとい

う、この三つの柱で広域観光の推進をやり

たいなということです。 

24年度の先導事業として、周遊コースを

つくったり、スマートフォンの拡張機能な

どを使って情報発信していくということを

考えております。 

東三河を見てみますと、各地域でそれぞ

れ頑張ってやっていただいているというこ

とでございます。それらをいかにネットワ

ーク化していくか、その具体例ということ

で、「奥三河戦国ぐるめ街道」が挙げられて

います。また、１０市町村のご当地グルメ

を集めたスタンプラリー「ぐるら＋」など、

みんなで横の連携をとっていくという、こ

ういうことが非常に重要ではないかなとい

うことでございます。 

そこで愛知県における取り組み事例とい

うことで、地域提案公募型の観光推進事業

として、地元の観光協会さんからツアーの

企画を提案していただき、実現性が高いも

のを選んで、モデル的にツアーをやってみ

るということをやっております。 

一つが蒲郡市観光協会から提案していた
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だいた「三河のキラリ『いいもの』発見バ

スツアー」、１人3,500円から4,800円のコー

スでございます。また新城市観光協会から

提案いただいたのは、奥三河の恵みを体験

しようという、１人2,500円から3,500円ぐ

らいのツアーです。戦国城めぐりは、これ

だけは一泊二日の１万3,000円のコースで

すけれど、そういうようなものをつくり、

なおかつ豊橋から出発ではなくて、浜松を

出発し、豊橋を経由して、そしてまた三遠

南信自動車道を使って奥三河へ行くとか、

そういう広がりを持たせております。そし

てまた、蒲郡市の観光協会のコースも名古

屋発着としています。都市の方に来てもら

うコースをモデル的につくって、うまくい

けば、これを民間事業者にやってもらおう

ということで考えています。 

それから、「あいちの山里で暮らそう80

日間チャレンジ事業」として、公募により

選ばれましたスタッフ５名の方が実際に９

月から12月まで奥三河で、新城、設楽、東

栄、豊根、それから豊田の稲武に実際に住

んでもらって、そして感じたことをブログ

とかフェイスブックで、どんどん発信して

おります。これはＣＢＣ系列のテレビ会社

も絡んでおりまして、テレビ等々でいっぱ

い声を出していただいているということで

ございます。 

あと、ジビエの関係でも名古屋等でジビ

エを使ってくれているレストラン等を回る

スタンプラリーなどを企画しているところ

でございます。 

このように、それぞれの地域が非常にい

いものを持っているものですから、それを

いかにネットワーク化していくかというこ

とが非常に大事かなと思っております。 

最後に、「平成24年度東三河主要観光行事

一覧表」というのをつくったのですけれど

も、それぞれの市町村が色々なことをやっ

ていることが分かります。やっているけれ

ど、今まではそれぞれ何をやっているか良

く分からなかった。そこで、今年５月につ

くったのですけれども、４月から翌年の３

月まで、どういうお祭りを、どんなところ

でやっているかということを一覧にしまし

た。そうすると、お互いに今までばらばら

であったのが、こんなところがやっている

のかと分かった。ああ、ここは空いている

から、自分たちもこの空いている時期に何

かやろうと。そしてまた、同じ時期に違う

ことをやっていると。これは連携しようじ

ゃないかとか、そういうようなことが生ま

れてくるということで、そうしたら皆さん

方、あれも入れろ、これも入れろとちょっ

と大変になってしまったのですが、ただ、

こういう横の繋がりをつくっていくことが、

よりネットワークを充実させる方法かと思

っております。 

 

コーディネーター／ 

財団法人阿智開発公社 羽場理事長 

ありがとうございました。「風土」分科会

は食に注目にいたしましたが、ＳＥＮＡ会

長の浜松市鈴木市長に、ここを突破口とし

てどんな方向性を考えていけば良いか、ご

意見をお聞きします。お願いいたします。 

 

浜松市 鈴木市長 

今回は、皆さんがそれぞれの地域で、地

場のものをうまく活用して、地域おこしを

しようという情熱あふれる取り組みについ

て発表がありまして、お互いに認識をした

と思います。「連携」あるいは「ネットワー

ク」というキーワードが出てまいりました

けれども、こうしたものをいかにこれから

三遠南信の地域として活用していくか。 

Ｂ－１のように集まってお祭りをやると

いうのが、手っ取り早い取り組みですけれ

ども、スタンプラリーのような形でつない

でいくというのもあります。これも、紙に
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押していくのではなくて、ＱＲコードで携

帯に落とし込んでいくと。情報発信とあわ

せて使う形も考えられると思います。また

最近、フェイスブックを使った情報発信が

各地でなされていまして、例えば四国のほ

うでは秘境対決として、海の秘境、山の秘

境で対決をして投票をしてもらう、そうい

う取り組みが大いに観光地を盛り上げてい

ると、こんな事例もあるようです。こうし

たツールを使ってネットワーク化をしてい

くというのもあります。 

最終的には、いかに人に来てもらって観

光につなげていくか、ということですから、

旅行会社が企画する旅行ではなくて、地域

資源を活用した着地型観光というのが非常

に注目をされています。この三遠南信には、

南信州観光公社等の、頑張って成功してい

る事例もございます。今日発表いただいた

資源、あるいは食だけではなくて、伝統芸

能等、豊富な資源がこの三遠南信にはあり

ますので、そうしたものを使った着地型観

光をどうつくり上げていくか。この辺が

我々の腕の見せどころではないかと思いま

した。 

 

コーディネーター／ 

財団法人阿智開発公社 羽場理事長 

ありがとうございました。議論の結果、

次の３点にまとまってくるのかなと思いま

す。 

１点目として、いかに情報発信力を高め

て持続的な観光誘致に結びつけていくかと

いう視点が必要であろうということです。

まずは、Ｂ１グランプリはじめ、様々なイ

ベントでの発信が考えられます。次に情報

戦略として、既存のインターネットによる

発信とパンフレット、リーフレット等も丁

寧につくるということが大事であったわけ

です。そして、ブログやフェイスブックを

利用して、携帯の端末からさまざまな仕掛

けをしていくということ。若い人たちの文

化を何とか取り組んで、民と官が協力し合

って、そういった新しい情報社会にも臆す

ることなく出ていくことが重要だと思いま

す。 

２点目としては、さまざまな団体、民間

と行政だけではなくて、その中間の団体や

様々なセクターの絡み合いによってネット

ワークをつくっていくんだと。そういうお

話が、今日幾つも出ていました。 

３点目として、食品を通して、いかにし

てこの魅力ある三遠南信地域のファンをつ

くっていくかということです。これに対す

る一つの回答は、地域ブランドだと思いま

す。例えば浜松であれば、様々なおいしい

食品、あるいは素晴らしい最先端の工業製

品芸術、音楽がある。各製品でブランドが

つくられていくことによって、最後には浜

松というのは何か素敵な、最先端で、おい

しい場所、浜松というブランドできてくる

のではないかと思うわけです。三遠南信の

各地域で、素晴らしい資源を生かして頑張

っておりますので、ぜひ、こういったファ

ンづくり、ブランドづくりの一環として、

地域ブランドの製品ＰＲや観光ツアー、そ

ういったものをＳＥＮＡにおいてブランド

戦略として推進していく、こういうことで

はないかと思います。 

特に異論等ございませんでしたら、以上

でまとめとさせていただきます。最後の機

会ですので、意見等がございましたらどう

ぞ。 

 

天龍村柚餅子生産者組合 関組合長 

今日、会場入口で販売している「三遠南

信ここが楽しい事典シリーズ 第1巻 祭

り事典」のご案内です。三遠南信地域で行

なわれている国・県の無形民俗文化財に指

定されたものをはじめとして90箇所の祭礼

が掲載されております。三遠南信を紹介す
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るガイドブックは他にもたくさん出版され

ていますが、この「祭り事典」には温泉施

設の無料入浴券が5箇所分ついています。こ

の冊子をテキストにして三遠南信の学び、

交流をしてください。 

やはり、その現地へ行って、肌で感じて、

体験をしたことでないと、納得のいく伝え

方ができないということで、南信州地域で

は「南信州交流の輪」というグループをつ

くりまして、お互いに勉強し合って、そし

て伊那谷の良さを伝えていこうとしていま

す。ここに属するメンバーが主体となって

この事典シリーズを企画し、2011年の浜松

の住民セッションで企画を発表し、それが

きっかけとなって東三河と遠州のメンバー

の協力を得ながら準備してきました。そし

て６月１日に三遠南信住民ネットワーク協

議会ができ、その事業の１つに位置づける

形で、第１巻の「祭り事典」が刊行された

わけでございます。 

資金に乏しい状態でこの企画を始めたも

のですから、販売や広報活動に大変苦労し

ております。これから「駅・城跡・道」「温

泉」「特産品」「花」をテーマにして全５巻

を2013年3月までに順次刊行していく計画

です。どうか皆さん、1冊1,000円でござい

ますので、ぜひお求めいただきたいと思い

ます。 

私どもも、この三遠南信エリアにはたく

さんの宝物があります。しっかり勉強させ

ていただいて、このシリーズをつくってい

こうと思っています。皆様にもぜひ、この

事典シリーズを見ていただきたいと思って

おります。よろしくお願いいたします。 

 

コーディネーター／ 

財団法人阿智開発公社 羽場理事長 

ありがとうございました。それでは、皆

様のご協力に感謝申し上げて、風土分科会

を終了させていただきます。まことにあり

がとうございました。




